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自
然
の
画
家
　
ジ
ョ
ン
●
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
松
島
　
正
　
一
一
　
二
人
の
画
家
　
イ
ギ
リ
ス
．
ロ
マ
ン
派
を
代
表
す
る
二
人
の
画
家
、
ジ
ョ
セ
ブ
・
マ
ロ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー
（
｝
七
七
五
～
一
八
五
一）
ﾆ
ジ
ョ
ン
．
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
（
一
七
七
六
～
一
八
三
七
）
は
、
生
年
も
一
年
違
い
の
同
時
代
人
で
あ
る
が
、
そ
の
作
品
だ
け
で
な
く
二
人
の
生
涯
も
実
に
対
照
的
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
二
人
の
問
に
は
生
ま
れ
に
都
会
と
地
方
の
対
照
が
あ
る
し
、
二
人
の
出
身
階
層
も
明
ら
か
に
違
っ
て
い
た
。
　
タ
ー
ナ
ー
の
父
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン
で
理
髪
店
兼
か
つ
ら
屋
を
営
む
、
ほ
と
ん
ど
教
育
の
な
い
人
で
あ
っ
た
が
、
早
く
か
ら
息
子
の
才
能
を
見
抜
き
、
彼
を
画
家
と
す
べ
く
育
て
た
。
彼
は
父
親
の
商
才
と
勤
勉
さ
を
受
け
継
ぎ
、
朝
早
く
起
き
、
一
生
懸
命
働
き
、
質
素
に
生
活
し
、
お
金
を
た
め
た
。
彼
ほ
ど
多
く
の
作
品
群
を
残
し
た
画
家
は
い
な
い
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
父
は
サ
フ
ォ
ー
ク
の
イ
ー
ス
ト
・
バ
ー
ゴ
ル
ト
で
製
粉
業
を
営
む
富
裕
な
実
業
家
で
あ
っ
た
。
彼
の
父
親
は
息
子
に
家
業
を
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
息
子
が
絵
を
描
く
の
は
嫌
っ
た
。
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二
人
の
女
性
関
係
も
対
照
的
で
あ
る
。
タ
ー
ナ
ー
の
母
は
精
神
に
異
常
を
き
た
し
、
彼
が
二
十
九
歳
の
と
き
、
精
神
病
院
で
亡
く
な
っ
た
。
彼
が
生
涯
、
結
婚
を
し
な
か
っ
た
の
は
こ
れ
が
原
因
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
タ
ー
ナ
ー
に
は
、
二
人
の
家
政
婦
、
ソ
フ
ィ
ア
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ブ
ー
ス
夫
人
と
ダ
ン
ビ
ー
夫
人
と
の
秘
め
ら
れ
た
関
係
が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
が
愛
人
な
の
か
と
か
、
二
人
と
も
愛
人
で
あ
る
と
か
の
噂
が
絶
え
な
か
っ
た
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
一
八
〇
九
年
、
二
十
三
歳
の
と
き
に
、
同
郷
の
少
女
マ
リ
イ
ア
・
ビ
ッ
ク
ネ
ル
と
恋
に
お
ち
た
。
マ
ラ
イ
ア
も
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
を
愛
し
た
が
、
マ
リ
イ
ア
の
家
は
裕
福
で
家
柄
も
良
か
っ
た
た
め
に
、
娘
が
貧
乏
画
家
に
嫁
ぐ
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
愛
す
る
二
人
が
晴
れ
て
結
婚
式
を
あ
げ
た
の
は
、
一
八
一
六
年
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
四
十
歳
の
秋
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
婚
生
活
も
十
年
余
り
で
、
一
入
二
入
年
、
妻
は
七
人
の
子
供
を
残
し
て
、
結
核
で
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
う
。
　
当
時
、
画
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
タ
ー
ナ
ー
は
一
七
八
九
年
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
、
翌
年
ア
カ
デ
ミ
ー
の
展
覧
会
に
入
選
し
、
一
七
九
九
年
、
二
十
四
歳
の
と
き
に
準
会
員
に
、
一
八
〇
二
年
、
二
十
七
歳
で
会
員
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
幼
時
よ
り
画
を
好
み
、
父
の
水
車
小
屋
で
働
き
な
が
ら
も
画
家
を
志
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
出
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
志
望
が
確
定
し
て
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
た
の
は
一
七
九
九
年
二
十
三
歳
の
と
き
で
、
準
会
員
に
な
っ
た
の
は
一
八
一
九
年
、
四
十
三
歳
で
、
会
員
に
選
出
さ
れ
た
の
は
一
八
二
九
年
で
五
十
歳
を
過
ぎ
て
い
た
。
　
タ
ー
ナ
ー
は
生
涯
を
通
じ
て
ロ
ン
ド
ン
に
住
ん
だ
が
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、
二
度
の
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
な
ど
大
陸
に
も
旅
行
し
て
い
る
。
一
方
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
一
度
も
英
国
を
離
れ
な
か
っ
た
し
、
そ
の
描
く
世
界
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
限
ら
れ
、
著
し
い
画
風
の
変
化
も
な
い
。
一188一
　
二
人
と
も
熱
心
な
詩
の
愛
好
者
で
あ
っ
た
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
タ
ー
ナ
ー
ほ
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ム
ソ
ン
、
エ
イ
ケ
ン
サ
イ
ド
、
バ
イ
ロ
ン
を
好
ん
だ
。
彼
は
「
詩
は
絵
の
ご
と
く
」
の
古
典
主
義
理
論
、
つ
ま
り
「
絵
画
は
眼
で
見
る
詩
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
偉
大
な
ロ
マ
ン
派
詩
人
た
ち
の
作
品
の
雰
囲
気
を
、
色
彩
を
通
じ
て
我
々
の
情
緒
へ
の
訴
え
に
よ
っ
て
再
構
成
し
よ
う
と
し
た
ロ
マ
ン
主
義
者
で
あ
っ
た
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
心
酔
者
で
、
レ
ズ
リ
ー
美
人
に
宛
て
た
手
紙
で
『
ウ
ェ
イ
マ
ス
湾
』
（
．
．
ぎ
鴇
日
8
些
切
昌
．
．
）
に
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
詩
を
添
え
た
い
と
書
い
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
ニ
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
自
然
自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
　
「
自
然
」
は
「
恐
る
べ
き
邪
悪
な
破
壊
的
側
面
」
と
「
平
静
で
慰
め
に
満
ち
た
創
造
的
側
面
」
の
相
反
す
る
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
、
と
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
は
言
う
。
そ
れ
は
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
で
い
え
ば
、
バ
イ
ロ
ン
と
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
両
面
で
代
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
画
家
に
お
い
て
は
、
破
壊
的
自
然
を
描
い
た
タ
ー
ナ
ー
と
、
健
康
な
自
然
を
描
い
た
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
世
界
と
の
対
照
と
な
る
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
過
去
を
振
り
返
っ
て
水
車
の
堰
か
ら
流
れ
る
水
の
音
、
柳
の
木
、
古
く
腐
っ
た
木
の
幹
、
泥
ま
み
れ
の
杭
、
そ
し
て
、
煉
瓦
積
む
風
景
：
私
は
こ
の
よ
う
な
も
の
に
愛
情
を
抱
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
私
を
画
家
に
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
私
は
一189一
自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
今
、
深
い
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
と
述
べ
て
い
る
が
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
を
画
家
に
し
た
の
は
、
彼
が
育
っ
た
サ
フ
ォ
ー
ク
地
方
の
風
景
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
静
か
な
世
界
の
な
か
で
自
ら
を
育
て
て
い
っ
た
。
彼
は
自
分
の
目
だ
け
を
頼
り
に
し
て
見
た
も
の
を
正
確
に
描
い
た
。
「
私
の
限
ら
れ
た
狭
い
芸
術
は
、
ど
ん
な
生
垣
の
片
隅
に
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
語
っ
て
い
る
が
、
彼
の
作
品
の
大
半
は
半
径
五
キ
ロ
ほ
ど
の
範
囲
で
描
か
れ
て
い
る
、
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
育
っ
た
サ
フ
ォ
ー
ク
地
方
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
な
か
で
オ
ラ
ン
ダ
に
最
も
近
い
地
域
で
、
平
坦
な
土
地
で
視
界
に
は
空
し
か
目
に
入
ら
な
い
風
土
で
あ
る
。
彼
に
は
多
く
の
「
雲
」
の
習
作
が
あ
る
が
、
サ
フ
ォ
ー
ク
で
は
「
雲
」
し
か
描
く
も
の
が
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
雲
の
研
究
は
、
自
然
の
多
様
性
と
流
動
性
に
視
覚
的
表
現
を
与
え
る
た
め
に
、
光
り
と
色
彩
を
分
析
す
る
た
め
の
一
部
で
あ
っ
た
。
　
一
八
一
八
年
、
リ
ュ
ー
ク
・
ハ
ワ
ー
ド
（
一
七
七
二
～
一
八
六
四
）
が
『
ロ
ン
ド
ン
の
気
候
』
（
一
八
一
八
～
二
〇
）
を
出
版
し
た
。
こ
の
第
一
章
「
雲
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
、
ハ
ワ
ー
ド
は
雲
を
記
述
し
、
雲
を
命
名
し
て
い
る
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
こ
の
書
物
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
彼
は
「
山
の
孤
独
は
私
の
精
神
を
暗
く
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
当
時
流
行
の
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
美
は
、
山
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
湖
水
地
方
に
出
か
け
た
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
雲
の
形
態
に
ま
す
ま
す
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
美
の
代
表
で
あ
っ
た
湖
水
地
方
へ
の
旅
行
は
、
雲
以
外
に
は
大
し
た
収
穫
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
美
は
軽
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
イ
ギ
リ
ス
の
風
景
画
家
は
樹
木
に
魅
せ
ら
れ
た
が
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
絵
に
も
樹
木
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
彼
に
は
多
く
の
樹
一190一
自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
木
の
習
作
が
あ
り
、
と
り
わ
け
楡
や
柳
の
木
を
描
い
た
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
六
フ
ィ
ー
ト
の
大
作
『
フ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
製
粉
所
』
（
一
八
一
七
）
は
樹
木
を
描
い
た
も
の
と
言
え
る
。
彼
は
一
八
一
九
年
に
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
に
家
を
借
り
た
が
、
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
の
景
色
は
画
家
に
雲
、
木
々
の
主
題
を
与
え
た
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
伝
記
作
者
レ
ス
リ
ー
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ブ
レ
イ
ク
が
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
ス
ケ
ッ
チ
の
一
つ
を
見
て
、
「
こ
れ
は
霊
感
そ
の
も
の
だ
」
と
言
っ
た
の
に
対
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
「
私
は
こ
れ
を
た
だ
の
デ
ッ
サ
ン
だ
と
思
っ
て
い
た
」
と
答
え
た
と
い
う
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
名
で
あ
る
が
、
ブ
レ
イ
ク
は
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
本
質
を
正
し
く
見
通
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
イ
ル
　
タ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
天
才
肌
の
画
家
は
、
他
の
芸
術
家
を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
容
易
に
様
式
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
タ
ー
ナ
ー
と
比
べ
て
み
る
と
、
も
と
も
と
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
そ
れ
ほ
ど
天
賦
の
才
に
は
恵
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
も
、
自
己
の
少
年
・
青
年
時
代
の
体
験
に
固
執
し
、
そ
れ
を
作
品
に
表
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
芸
術
家
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
手
段
を
見
つ
け
出
す
ま
で
に
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
場
合
に
は
、
そ
の
才
能
は
何
か
芸
術
を
越
え
た
、
人
間
的
な
も
の
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
に
と
っ
て
は
、
自
然
と
倫
理
が
結
び
つ
い
て
い
る
、
つ
ま
り
対
象
を
忠
実
に
描
く
こ
と
は
、
倫
理
的
な
行
為
で
あ
っ
た
。
こ
こ
が
詩
人
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
類
似
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
一
八
二
一
年
の
展
覧
会
に
四
点
出
品
し
た
が
、
こ
の
中
に
『
干
し
草
車
』
（
．
．
↓
冨
＝
鎚
≦
践
・
．
）
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
評
判
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
一
八
二
四
年
、
パ
リ
の
サ
ロ
ン
に
出
品
さ
れ
る
や
、
金
賞
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
名
は
一
躍
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ
ン
主
義
者
の
間
で
評
判
と
な
っ
た
。
サ
ロ
ン
で
『
干
し
草
車
』
の
絵
を
見
一191　一
自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
た
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
『
キ
オ
ス
島
の
虐
殺
』
の
背
景
を
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
風
に
、
全
部
描
き
直
し
た
話
は
有
名
で
あ
る
。
三
　
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
一
八
＝
年
か
ら
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
の
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
て
い
る
が
、
彼
と
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
と
の
関
わ
り
は
、
生
涯
を
つ
う
じ
て
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
友
人
で
あ
り
、
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
、
大
主
教
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。
　
カ
テ
ド
ラ
ル
　
大
聖
堂
の
建
築
は
、
普
通
、
二
三
百
年
は
か
か
る
と
い
わ
れ
る
が
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
の
場
合
は
わ
ず
か
三
十
八
年
で
出
き
上
が
り
、
一
二
二
〇
年
に
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
大
聖
堂
に
特
徴
的
な
高
い
優
雅
な
尖
塔
は
百
年
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
初
め
て
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
を
訪
れ
た
の
は
一
八
＝
年
で
あ
っ
た
が
、
大
聖
堂
が
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
を
魅
惑
し
た
理
由
の
一
つ
に
、
「
水
」
の
存
在
が
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
サ
フ
ォ
ー
ク
の
製
粉
所
の
息
子
と
し
て
「
製
粉
所
の
堰
か
ら
で
る
水
の
音
」
を
愛
し
た
画
家
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
「
水
」
に
引
か
れ
た
の
も
、
も
っ
と
も
で
あ
る
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
一
八
二
一
年
に
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
聖
堂
に
つ
い
て
、
「
こ
こ
の
大
聖
堂
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
見
た
な
か
で
最
も
荘
厳
で
と
て
も
印
象
深
い
が
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
ほ
ど
は
美
し
く
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
彼
は
「
ゴ
シ
ッ
ク
の
建
物
は
そ
れ
ら
を
生
ん
だ
時
代
の
光
の
な
か
で
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
様
式
を
復
興
し
よ
う
と
す
る
ど
ん
な
企
て
も
見
せ
か
け
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に
あ
る
『
主
教
の
庭
か
ら
見
た
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
』
（
．
．
o
。
巴
ω
げ
塁
O
讐
ゴ
雫
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自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
「干し草車」“The　Hay　Wain”
　「主教の庭から見たソールズベリー大聖堂」
‘‘
railsbury　Cathedral　from　the　Bishop’s　Grounds”
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自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
時
巴
即
o
ヨ
9
①
し
d
δ
7
0
覧
ω
0
8
ロ
巳
ω
．
．
）
は
一
八
二
三
年
に
展
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
青
い
空
と
白
い
雲
を
背
景
と
し
て
、
大
聖
堂
の
尖
塔
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
り
、
大
聖
堂
を
取
り
囲
む
木
の
枝
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
ア
ー
チ
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
は
明
る
さ
が
あ
り
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
晩
年
に
描
か
れ
た
暗
い
大
聖
堂
の
作
品
と
は
雰
囲
気
が
違
っ
て
い
る
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
大
聖
堂
を
描
い
た
作
品
の
な
か
に
、
大
聖
堂
に
か
か
る
「
虹
」
を
描
い
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
虹
」
は
希
望
の
象
徴
で
あ
る
。
空
と
雲
を
描
い
て
や
ま
な
か
っ
た
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
に
と
っ
て
、
空
に
虹
を
見
る
と
き
、
心
は
躍
っ
た
は
ず
だ
。
　
虹
を
描
い
た
こ
の
時
期
は
、
彼
の
伝
記
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八
二
八
年
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
愛
す
る
妻
マ
ラ
イ
ア
を
結
核
で
失
う
。
彼
は
妻
を
「
私
の
穏
や
か
で
満
足
し
て
い
る
伴
侶
」
（
、
、
ヨ
く
9
。
乙
卿
8
三
〇
9
巴
8
ヨ
ー
窯
5
δ
篭
．
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
、
、
豆
p
・
o
乙
．
．
（
「
穏
や
か
」
）
と
い
う
単
語
は
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
褒
め
言
葉
と
し
て
の
愛
用
語
で
あ
っ
た
。　
妻
が
死
ん
で
か
ら
の
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
意
気
消
沈
し
、
作
品
も
暗
く
人
を
不
安
に
さ
せ
る
色
調
に
な
っ
て
い
く
。
　
一
八
二
八
年
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
出
展
さ
れ
た
『
ハ
ド
リ
ー
城
』
（
・
、
＝
°
。
巳
o
凶
σ
q
ゴ
9
ω
θ
一
①
－
．
）
の
世
界
も
実
に
暗
い
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
『
ハ
ド
リ
ー
城
』
に
ト
ム
ソ
ン
『
夏
』
か
ら
の
次
の
よ
う
な
詩
を
付
け
た
。
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↓
げ
o
α
Φ
ω
①
博
旨
く
゜
。
芝
出
巳
ざ
9
δ
ロ
σ
Q
げ
β
。
＝
三
ω
ヨ
色
凶
づ
9
0
落
げ
o
ロ
ロ
α
。
。
幻
ロ
ユ
o
歪
ぎ
ω
σ
q
憂
8
二
鋤
ロ
ユ
け
げ
o
耳
ぎ
団
ユ
o
o
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自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
ω
o
o
昌
蹄
o
ヨ
ω
o
ヨ
o
℃
o
凶
三
〇
〇
實
o
ヨ
〇
三
〇
蔓
．
ω
8
P
閃
巽
8
子
o
げ
冨
o
ゴ
o
ユ
8
昌
、
ω
三
ヨ
o
ω
け
く
o
「
σ
q
o
閃
o
ω
二
〇
ω
ω
「
①
自
8
房
。
・
自
8
二
昌
σ
q
σ
q
8
国
ヨ
゜
（
、
、
Q
D
ロ
ヨ
ヨ
臼
、
．
」
一
』
9
－
ざ
）
　
　
　
　
　
　
　
荒
野
が
宣
口
ぶ
、
　
狂
お
し
く
、
憂
欝
な
境
界
の
至
る
と
こ
ろ
で
　
荒
れ
た
廃
嘘
が
光
る
。
そ
し
て
海
は
　
あ
る
岬
の
頂
の
先
端
か
ら
見
る
と
、
　
は
る
か
青
い
水
平
線
の
最
果
て
ま
で
、
　
休
み
な
く
漂
う
太
陽
の
輝
き
を
反
射
す
る
。
一
八
三
四
年
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
こ
う
記
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
日
光
の
輝
き
は
、
少
な
く
と
も
芸
術
の
中
で
私
に
、
い
た
と
て
何
の
驚
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
じ
年
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
私
が
い
つ
も
嵐
を
描
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自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
私
の
心
は
と
て
も
憂
醤
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
何
一
つ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
レ
ス
リ
ー
夫
人
に
『
ウ
ェ
イ
マ
ス
湾
』
の
版
画
を
送
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
「
価
値
を
与
え
る
」
た
め
に
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
『
ピ
ー
ル
城
』
（
．
，
田
①
笹
m
o
望
罠
ロ
ω
ω
犀
膿
o
ω
け
①
α
9
ロ
霊
9
9
①
o
h
勺
①
色
0
9
ω
二
①
．
．
）
か
ら
「
怒
れ
る
こ
の
海
、
暗
澹
た
る
あ
の
岸
辺
」
と
い
う
行
を
引
用
し
た
。
『
ウ
ェ
イ
マ
ス
湾
』
は
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
海
岸
風
景
を
描
い
た
作
品
の
な
か
で
は
後
期
に
属
す
る
も
の
で
、
ブ
ラ
イ
ト
ン
の
海
岸
風
景
と
同
様
に
暗
い
世
界
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
大
主
教
は
、
こ
の
絵
に
つ
い
て
、
「
そ
の
狸
猛
な
美
を
熟
さ
せ
な
さ
い
。
あ
な
た
の
心
と
あ
な
た
の
海
を
同
時
に
鎮
め
、
日
光
と
静
穏
を
入
れ
な
さ
い
」
と
記
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
大
主
教
の
忠
告
は
無
視
し
た
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
、
　
一
八
三
〇
年
か
ら
三
一
年
に
描
い
た
『
牧
草
地
か
ら
見
た
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
』
（
、
、
ω
偉
。
房
げ
趣
O
餌
9
0
酔
。
。
一
坤
o
ヨ
9
0
竃
①
巴
o
≦
ω
φ
は
暗
く
、
嵐
の
風
景
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ほ
の
暗
い
大
気
と
虹
の
対
照
が
み
ご
と
で
あ
る
。
　
今
日
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
を
訪
れ
る
人
々
は
普
通
、
大
聖
堂
の
北
側
か
ら
建
物
を
望
ん
で
、
中
に
入
っ
て
参
観
す
る
。
し
か
し
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
絵
は
、
大
聖
堂
の
北
側
か
ら
描
か
れ
た
も
の
は
一
枚
も
な
い
。
そ
の
理
由
は
北
側
か
ら
だ
と
、
周
囲
に
木
々
や
家
々
が
な
い
の
で
、
大
聖
堂
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
構
図
が
う
ま
く
い
か
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
は
英
国
国
教
会
の
象
徴
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
主
教
に
依
頼
さ
れ
て
大
聖
堂
を
描
く
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
政
治
的
行
為
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
黒
い
雲
、
嵐
を
予
感
さ
せ
る
重
苦
し
い
雲
は
、
画
家
の
精
神
の
危
機
を
表
わ
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
英
国
国
教
会
の
危
機
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
虹
を
描
き
込
ん
で
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
未
来
へ
の
希
望
が
託
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
　
こ
の
頃
、
故
郷
イ
ー
ス
ト
・
バ
ー
ゴ
ル
ト
で
は
農
民
運
動
が
起
こ
り
、
選
挙
法
改
正
運
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
彼
は
生
涯
つ
と
め
て
非
政
治
的
で
あ
ろ
う
と
し
た
が
、
非
政
治
的
で
あ
ろ
う
と
い
う
そ
の
姿
勢
は
政
治
的
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
自
然
と
政
治
、
あ
る
い
は
自
然
と
宗
教
と
の
調
和
、
こ
れ
が
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
目
的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
同
じ
大
聖
堂
を
描
い
て
も
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
初
期
の
明
る
い
絵
と
後
期
の
暗
い
絵
と
は
、
は
っ
き
り
と
対
照
的
で
あ
る
。
ワ
ー
ズ
ワ
ス
も
『
ピ
ー
ル
城
』
の
エ
レ
ジ
ー
で
、
ピ
ー
ル
城
は
「
十
二
年
前
の
若
い
時
に
は
穏
や
か
な
城
」
に
見
え
た
が
、
今
、
弟
ジ
ョ
ン
が
死
ん
で
み
る
と
、
ボ
ー
モ
ン
ト
の
描
い
た
荒
々
し
い
ピ
ー
ル
城
の
絵
が
自
分
の
気
持
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
作
品
と
は
芸
術
家
の
そ
の
時
の
精
神
の
反
映
な
の
で
る
。
四
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
　
一
入
三
五
年
に
描
い
た
『
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
』
（
、
、
Q
。
8
昌
魯
。
昌
α
q
o
．
．
）
の
絵
は
、
翌
一
八
三
六
年
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
出
展
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
死
の
前
年
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
も
う
一
点
の
ア
カ
デ
ミ
ー
出
展
作
は
、
『
死
者
の
記
念
碑
』
（
．
．
↓
げ
o
O
①
昌
o
富
嘗
．
．
）
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
が
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
・
ハ
ウ
ス
で
催
さ
れ
た
恒
例
の
年
次
展
覧
会
の
最
後
で
、
翌
年
か
ら
一
八
六
八
年
ま
で
は
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
・
ス
ク
エ
ア
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
そ
の
建
物
を
共
有
し
、
一
八
六
七
年
に
現
在
の
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
　
『
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
』
の
荒
涼
と
し
た
風
景
は
、
ロ
マ
ン
主
義
美
学
に
共
通
の
「
廃
嘘
」
と
「
崇
高
」
の
美
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
こ
こ
に
は
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
精
神
の
内
面
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
に
つ
い
て
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
デ
イ
ヴ
イ
ッ
ド
・
一197一
自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
「ハドリー城」“Hedleigh　Castle”
「ストンヘンジ」“Stonehenge”
　　　　　　－198　一
ル
ー
カ
ス
へ
の
手
紙
（
一
八
三
二
年
十
一
月
）
で
こ
う
書
い
て
い
る
。
　
彼
ら
は
私
の
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
を
気
に
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
…
彼
ら
と
い
う
の
は
レ
ズ
リ
ー
と
ラ
ー
ド
ナ
ー
の
こ
と
で
す
が
。
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
に
つ
い
て
講
釈
し
て
く
れ
た
紳
士
は
、
そ
れ
を
大
洪
水
以
前
の
も
の
と
証
明
し
よ
う
と
し
ま
す
。
議
論
は
、
洪
水
の
後
と
同
様
に
洪
水
の
前
で
も
、
議
論
の
発
展
に
は
有
益
で
す
。
な
ぜ
な
ら
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
。
し
か
し
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
は
独
創
的
な
も
の
で
し
た
。
自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
　
一
八
三
二
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
書
簡
集
に
は
、
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
に
関
し
て
の
言
及
は
六
か
所
も
あ
る
。
一
入
三
五
年
十
一
月
十
四
日
、
レ
ズ
リ
ー
に
「
私
は
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
の
美
し
い
絵
を
描
い
た
。
あ
な
た
に
対
し
て
は
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
表
現
を
使
い
ま
す
」
と
い
う
手
紙
を
書
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
絵
の
完
成
の
日
が
わ
か
る
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
『
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
』
の
絵
は
、
十
五
年
前
に
な
さ
れ
た
そ
の
場
の
鉛
筆
画
に
基
づ
い
て
い
る
。
彼
は
一
八
〇
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
　
ズ
ア
ッ
プ
年
七
月
、
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
を
訪
れ
、
そ
こ
で
遠
景
と
大
写
し
の
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
を
、
少
な
く
と
も
二
枚
の
習
作
を
描
い
て
い
る
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
生
涯
を
通
し
て
、
田
舎
の
自
然
、
農
地
の
景
色
が
彼
の
描
く
べ
き
主
題
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
彼
が
進
ん
で
描
い
た
の
は
、
故
郷
サ
フ
ォ
ー
ク
を
流
れ
る
ス
ト
ウ
河
地
域
の
オ
ラ
ン
ダ
風
の
景
色
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
は
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
廃
嘘
に
関
心
を
引
か
れ
、
鉛
筆
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
残
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
＝
ハ
年
、
ド
ー
セ
ッ
ト
海
岸
を
新
婚
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
フ
ト
行
し
た
時
に
描
い
た
ネ
ツ
レ
ー
修
道
院
の
四
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
画
や
、
そ
の
二
年
前
の
『
ハ
ド
リ
ー
城
』
の
鉛
筆
に
よ
る
下
絵
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
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一
八
二
九
年
の
春
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
出
展
作
と
し
て
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
『
ハ
ド
リ
ー
城
』
に
取
り
か
か
る
。
ま
た
そ
の
年
オ
ー
ル
ド
・
セ
ラ
ム
の
廃
嘘
も
描
い
て
い
る
。
　
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
同
時
代
人
の
タ
ー
ナ
ー
、
ガ
ー
テ
ィ
ン
、
コ
ッ
ト
マ
ン
ら
が
「
廃
嘘
」
と
な
っ
た
多
く
の
修
道
院
を
描
い
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
「
廃
彊
」
の
ス
ケ
ッ
チ
は
一
八
二
九
年
以
前
に
は
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
な
い
。
そ
ん
な
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
な
ぜ
、
「
廃
嘘
」
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
ま
ず
第
一
に
、
一
八
二
八
年
に
妻
が
死
ん
だ
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
妻
の
以
後
、
死
ぬ
ま
で
喪
服
で
通
し
た
と
い
う
。
　
第
二
は
、
一
八
二
七
年
か
ら
出
版
さ
れ
始
め
た
タ
ー
ナ
ー
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ル
ズ
の
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
光
景
』
に
対
抗
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
一
八
二
九
年
、
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
風
景
』
と
題
す
る
二
十
枚
の
版
画
集
を
出
版
し
よ
う
と
決
意
し
た
こ
と
で
あ
る
。
タ
ー
ナ
ー
の
画
集
は
廃
嘘
の
城
や
僧
院
の
風
景
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
も
自
分
の
画
集
に
廃
嘘
を
入
れ
る
こ
と
に
し
、
結
局
『
ハ
ド
レ
i
城
』
『
オ
ー
ル
ド
・
セ
ラ
ム
』
が
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
『
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
』
も
「
付
録
」
に
入
れ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
ー
カ
ス
の
版
画
が
間
に
合
わ
ず
死
後
出
版
さ
れ
た
。
　
一
八
二
九
年
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
正
会
員
に
選
ば
れ
た
。
彼
は
「
遅
過
ぎ
た
。
も
は
や
私
は
一
人
ぼ
っ
ち
だ
。
こ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
く
れ
る
人
は
も
う
い
な
い
の
だ
」
と
愛
す
る
妻
の
不
在
を
嘆
い
て
い
る
。
　
『
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
』
を
描
い
た
も
の
は
十
点
を
越
え
る
が
、
な
か
で
も
一
八
三
六
年
、
死
の
前
年
に
描
か
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
彼
は
こ
う
記
し
て
い
る
。
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「
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
の
神
秘
は
、
過
去
の
使
用
と
と
も
に
、
今
あ
る
よ
う
に
赤
裸
々
な
瀞
荘
た
る
歳
月
の
上
に
遠
く
離
れ
て
立
ち
、
す
べ
て
の
歴
史
的
記
録
を
越
え
て
、
ま
っ
た
く
未
知
の
ほ
の
暗
い
時
代
へ
と
人
を
連
れ
戻
す
」
こ
の
「
神
秘
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
し
て
ス
ト
ン
ヘ
ン
ジ
の
姿
こ
そ
が
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
芸
術
の
終
着
点
で
あ
る
。
自然の画家　ジョン・コンスタブル（松島）
（
英
米
文
学
科
　
教
授
）
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